
長慶寺・北関東社寺彫刻シンポジウム［報告】

(2019年12月8日）

国宝「歓喜院聖天堂」
を拠点とした彫刻師の系譜

—極彩色彫刻の美と技術をめぐって一
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熊谷市立江南文化財センター山下祐樹

日光東照宮の彫刻群
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予fo) : r, 月-1-行

日光東照宮建造物概要

日光東照宮の社殿そのほとんどがご
鎮座から20年後の寛永13年（頂wに建
て替えられた。 --=—-=-=---

塁阿戸靡謬、、認鰐昔光
／山東照― 現様御造営御目録』より）を

釣屯 要した。

造営の総責任者には秋元但馬守泰朝、
工事や大工の総責任者には大棟梁甲

雑¥7-ft良豊後宗広があたり、わずか1年5ヶ月
,~ 心 のエ期で完成した。 一―-

国宝「唐F」 4 
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日光輪王寺・大猷院廟

妻沼聖天山の歴史

治承3年{1179)斎藤別当実盛公は、武蔵国長

一井庄に大聖歓喜天を奉り、聖天宮を開き、妻沼

聖天山を開基した。

建久8年 (1197)聖天宮の改修と別当坊歓喜

院長楽登登建立する。

応永12年(1405)第12代忍城主成田五郎家時一
により聖天堂再建。 ---

天文21年 (1552)第16代忍城主成田長泰の母

を大檀那として聖天堂造営。約絲斗帳（県指定

文化財）奉納。

慶長9年(1604)徳川家康は、伊奈備前守忠次

に聖天堂造営を命じ、堕互の朱印を付す。．

寛文10年(16四）類焼にあい、その後6廷団L
仮本堂で法灯が守られる。 —-

7
 

享保19年(1734)、歓
徒の総意のもと
清（

享保20年(1]_3_5-~訂面面を総棟梁として聖天堂再
建開始
寛保元

寛保2年(1742)、本殿竣工により遷宮される。
宝暦5年(1755)、拝殿と中殿を着工し、翌年に上棟。
安永8年(1779)、屋根のこけら葺を瓦棒銅板葺に改
修し、現在につながる全容が完成。
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妻沼聖天山•関連建造物の位置図
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国宝「歓喜院聖天堂」
国宝「歓喜院聖天堂」は、享保20年(1735)から宝

暦10年(1760)に掛けて、林兵庫正清及び正信らに
よって建立された。これまで知られていた彫刻技術

加元修狸の過程エ
貰 、黄、緑、こげ茶
齊駆使四可啜嘩釦 m
字 と：またそのよつなi

--== ------し遂げ望豆ユ勤
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奥殿・中殿
1日光東照宮の創建から
し 百年あまり後、装飾建築

の成熟期となった時代に、
棟梁の統率の下、東照
宮の修復にも参加した職
人たちによって、優れた
技術が惜しみなくつぎ込
まれた聖天堂は、江戸後
期装飾建築の到達点と
いえる。
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奥殿彫刻
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拝殿の破風「琴棋書画」
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二つの鳳凰
精緻を極めた彫刻の一つの例が、奥殿の外部におけ
る南側と北側に施された一対の「鳳凰（ほうおう）」

この彫刻は初代吟八郎の次の世代である名エニ人に
よって彫られたものであり、彫刻群唯一の銘があり、南
側を小沢五右衛門常信が、北側を後藤茂右衛門正綱
が手掛けた。二つの彫刻の作風は異なり、常信作は、
彫りの緻密さによって鳳凰の表情に厳しさを与え、正
綱作は、大胆な彫りが表面を立体的に仕立てている。

後藤茂右衛門正綱「鳳凰」
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小沢五右衛門常信「鳳凰」
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江戸時代の建築の

安土桃山〗厨五初其
さ茎二牲社直心 社 1636 日光東照宮
1661 秩父三峰神社本殿

江戸時代中期幕府主導の大規模事業（城・菩提社寺など）

と庶民信仰社寺での辻堕塾堕週綺聖連註見
1722太田「冠稲荷神社本殿」 1735 東松山JIil弓稲荷

1744 妻沼「歓喜院聖天堂」奥殿 1746上新田「諏訪神社本殿」 ~I4怜
江戸時代中期以降幕府の社寺建築に対する貿棄倹約令tにより一

彩色彫刻や装飾性に富んだ建築から素木彫刻などへ。

··~ 山神社本殿 1760妻沼T歓喜院国涙濯汗拝殿―

こ 州花輪ヽ、熊谷周辺の木舌り「凄物師による技術伝承）
／三宝荒神社、五社大明神、天・社、閲伽井堂、貴惣門へ
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以降出典参照

21 



千葉県

八
代
・
林
兵
庫
亥
助
（
大
隅
流
林
家
最
後
の
宮
大
工
）

[
 

林
兵
庫
正
清

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）

S
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
…
生
年
は
推
定

心 :-. ___ j譴藩 綸
況）彫刻師達の足

. ·.•·' 
ふ'.I:・.・
・-.. 

・ア、

,-/_ 

栃木県

:.~ 山I!霊二こ溢~屈
、~ !

野門
大 ‘’

吋
田町 ノ塁<!"',"."!戸＼

＼＼ ＼ 

点〗寺〗
茨城県

／
し

【系
列ー

塀
内
四
天
王
寺
流
・
為
吉
ー
塀
内
四
天
王

寺
流
•

吉
政
ー
平
内
大
隅
流

・
正
信
ー

平
内
大
隅
流

・

応
勝
、
．
‘
．

••••••• 

r
.
、

••• 

,
 
．．．．． 
,、
．．．．
 
,
 

•• 
，
 

•• 

,
 ．．．．
．
 
,‘‘,
 

.•.

..... 
,
 
．．．．
．．
 
、．,.• 

,
 
．．
 
，
 ．
．
．
 
,.、．．
 
，
 ．．．．
．．．
．．．．．．． 
，
 ．
．
．．
．．
 
‘, •. 
,
 
．．
 
,
 
．．．
．．．
 
，
 

••• 
,＇ ．．
．
 

L
 
.•• 

（
平
内
応
勝
二
男
が
林
家
に
養
子
に
入
る
）

林
兵
庫
正
清

ー
ニ
代

・
林
兵
庫
正
信

ー

三
代

・
林
兵
庫
正
義
_1

.

四
代

・
林
兵
庫
正
尊

ー

五
代

・
林
兵
庫
正
道
ー
六
代

・
林
兵
庫
正
啓

ー

七
代

・
林
兵
庄
良
作

ー

ー
ー

1

[
 

22 



平内家 塀内家
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林家 林家
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ぱや
叩代 ． -, 

営 羽 物 華 八 ヽ ヽ威II、 期工 ~゚ 吊 ． 重 伊

上
州
彫
物
師
た
ち
の
関
東
圏
内
で
の
施
工



八高 祥花 諏江 青 桐 奥妻 ±ロ ;（木,c 金本
幡崎 禅輪 訪南 蓮生 殿沼 祥谷 鑽庄

寺八・ 寺・ 神・ 寺・ 聖 寺・ 神 ・
幡 本 社 本 天 須 社 社

宮 • 呈,u,. 本 呈,"-4 宮 弥 名

殿 檀
ヘ． 玉rら ＿^ 一玉 二延 二 延 二 延 ＾ 早． 

ヽ 早• -

七暦 七暦 七享 七享 七享 七保~ 七保 年
五七 五四 四三 四一 四一 ニ九 代

七-年 ...__,,四年
....L 四冗 四冗 三八

...__, 四年C年 -年 -年 己年
内林 等兵須 林

大田兵 庫弥 丘疇,, 

清庫 正壇 庫 工
棟八正 、｛‘圭円 に→ 正

郎清 I ．林 ‘伯‘圭 梁
！ 

古 校5 郎州-:1 I 武欄 推訪彫 須 れの棟
文

マ
← 化→← 彫 の間 定神師 弥 る甚札~̀ 

割事 の 刻 i銘に ° 社名 檀 八゚写l=f 帳
棟月大！ が石 棟は の ← ↓、―一

備札 工 lj 残-~ 原 札‘ 銘 ， 作よ
考。石棟 る吟 下江 とり

原ポ靱 0 ｝-＼ 書 南 伝--,
吟北 郎 か・ ス,..．ィIIヒ

八上 義 ら諏 ら輪

石
原
吟
八
郎
の
足
跡

27 



関口文治郎の足跡
もt'J')'-~o り,'i1 、 1 、 1 ·1¥、Iv

I 
＾栗 本桐 ＾赤＾秋 ＾不＾能 ＾長＾金 ＾ー 館 全山＾熱＾ 岩 拝二 合太拝妻 ＾医中妻奥衰 ＾医
黒生 殿生 箕城藤葉箕fjJ 大説邑柄宮目！ 前本 林 r'iii名 信田悶井 殿峯 志郎殿沼黒光殿沼殿沼黒光

保神 ＾天百若岡神胄寺和靡神月寺 堕木 聖 g八州神町観 神 醤神 聖悶寺 聖 聖畠寺寺
懇社 ※満ッ! 社 恥.._, .__, ..__,, 社 シ 稲 天 幡伊社シ音 社 ッ社天シ欄天天シ本社

3宮 荷宮宮月〖堂本 宮間宮宮堂名
ジ 社 ツ ' .

二八文也 こ七寛四 こ繹寛 こ戸安 二七永安 こ七安永 二七安永 こ七安永 こ七安丞 二七和明 こ七應明 こ七懇明 こ七宝歴 こ七宝歴 こA寛政殿拝こ七宝歴殿本 こ七宝暦 二七宝暦 こ七宝~ t^宝雙 ；^宝麿 ；^延享 年

゜
二 九 八盈, 八 八九 八九 八九 七八 七冗 七七 ..J.. ハ ..J.. ハ ...... —...... ― ゚ ー ・......一 . _,_— ...J... ― 五ノ‘ 五ノ‘ 五 四四止
年 年

゜
年 年 年 "" 年 心／‘年 ノ‘年 /、- Iヽ ーー／‘ー／‘ /゚¥ 年゚ 年 年 年 l ¥, 

六 〇 九 ー 0 0 0 九 千 — o ~ 九 九 ニー一 o- - 0 0 六六一七
......... .._, ゞ . .._, 年 ッ .._... ...._, ......_, ッ ..._, ......... - .._, 年-年 '-"'年シ年 ッ年ッ年.._,. ~ ._,,, .._... 

i 
右利桑栄町京口古斎 青 町ほ属桐 福馬 残大沓郡本菩高清 信に→寛ニ 瀬 林信町林正林信町
衛‘ 原信 田都文記 藤 山 田か八間充揚 る正 上殿八見水 シ林峯 谷 兵 田兵信兵 田 大
門瀬要 弥^主吉治録新友 兵 三ムの 左 元 田向 ＾ 仁 の兵政 弥 庫 弥庫 庫弥エ
利谷七 -l庸田郎に蔵 冶 部・名儀稲. 近 年 澤拝 池右. 名庫 8神 平 正 七正 正七棟

衛安 与 郎藤 門有-, の御k 藤 焼 村手上 1 衛 ＾鑑社 信 郎信 清郎梁
門ー康 ........原人巴 日 銘棟原失 関挟 .........I門 正←の 栄 ／ 栄

の関 侶御畑棟仙師郎彫 光 ,...._~ 名＾棟 ‘ 口に彫神 木 治師棟＝ 部 彫 ＾ 彫棟吟棟 ， 
作口 '-ほ1梁,r:札r 益広は、ほ刻は§の名 m山,, ※2-, のご札 唐 文→ 1師社 鼻 郎名札一峯 材 物 ※ 1 物梁八札

文 か関 ほ か、が印 -式 §名ーに 獅 治東 名 文 銘 ほはの山 名 棟ッ棟代郎銘匹
治四「Jiヵ直九関残物 江 I~!~関子郎上が書 か‘‘十 梁 梁行の l1111 

郎名斎在 士五性名 口る棟 I I /"ム, I ほ口 が L.....州判に 六関上一 代 仕 考 I I 
最の 武 名゚軒 ゜文梁 俵 ヵ、文 若 の勢明ょ 名口州面 打ノー 手
後銘術洞絵 治 ll"l -. L... , 四次 干 昼田 り 文彫堂 ／ 

28 



二代目・石原常八の足跡
机い礼 I¥I'1'冷し森‘

浄運ゴ 浄運ニ桐生 須影羽生 武粒上水 、長＝安中 筈自新里 I 覆I 高烏板倉 ・ 伊雰崎 光平大間 掴木林館 雷板倉 大こ口上田 八宮小川 大蒼花輪 愛宕野田 ． 電雷板倉 野木栃木 取香柏． 血行越川 慈光土 きと

寸前机 因陣. A幡tt・ 社殿神*町・ い寺・ 日寺・ 貴惣山門 宮天満・ 社神本 寺不々 神社・ 電神社 ・ り寺ヽ沢 : "  院本堂 ・ 神社・ ． 社神・ 社神 ・ 社神 寺m ・ す音11!堂がわ町・ 社名寺

ー 殿 l 
＾ 万万＾安＾i ^安＾安＾嘉＾! ＾ ； ＾ 弘 ＾天＾天 I ＾ 天 ＾ 天 ＾ 文 ＾ 文 ＾文 ＾文 ＾文＾! ＾享ス芭筈ス政又 尺政了、竺入永ス ス ス化 仄保 入堡天保尺保 又政 ス政 天竺 天竺 云化ス ス担年
/ ..... ' ー ! 五五五 五四五一五四四 四 四四四―＝公＝ 四 ＝ 四 —一 ＿七 ＿ ― ― ―- - 0二代
一年 八年八年七年五年＿年八 J、年七 年 四五五年 亘年 ラ年 九一 面年 九年 九年 =o - =年
....._,,, ......... -- .._, ゞ.._ .._, ..._.. .._,, ..._, 年_,, - .._... - --年- ..._., - ,:::::; 年..._., ..._, 

石 欄 棟 ' ， 二納仏欄 欄 棟 之大記 昌゚大棟 向 ！ 亀 江棟 ！ 大古さ和左中 内代泉三大古禽春俣大棟 大あ同棟 ， い二伝向 ．
原 閲 札 代し｛象 fl,1 間 札轄 工録 工 札 拝 膠戸札 I 工記せ尚右央陣 g守邑エ記 1'-友村エ札エる・札 る代わ拝

常 に に 目てi r 二 に ‘棟「 棟，ーI の ｀に 後 ．，~ ．-． I ! 録て←のの襴 9 藤吉棟竺~ ~ 棟，＿棟 °慶に I ゜目る木
八 ＆ 常 石 常い-枚 石板梁し 梁 ,_ ;¥¥: ; 閑な響．．ー 咽 にいに→ー 間 原左梁邦 ＾羽梁・-梁助は A ・ 鼻゚
の a 原 の八る石．に 原倉｛よ石 は石 iこ i ,;,-Jj i 石るょ南門 に 治衛はに 』 生 は 石 は と 彫 主 常 が

刻 恭と 天゚ 原石 常 ‘里t'点 内J豆 :Ci ! . tt fr;、， 林 原 C り泉で石朝門‘石 店! 朝ー~-原三共物信 I 八 二
鈍0 八の 1乍0ニ— 像'-常 ; 原常 八主 老沼 村‘常 田'骨,t, . 原常 iII -'・ +ヽ-• 表.す・I・河. ヽi I 家四常 斬ヽ猫本堂常原 長正川原 三 -, m 常 閑遵 g 作 代 9

銘 代 ＾八八 利 i 熊 八 月ーー）＼ 八， ，店., ・.. 0 代八 禅 ーを八男、利 俣村 主 村八 ！ 良 '';; と 目
° の目※主 主の右韮 五上 （乃主 目主 ．思 ＾ 和主 常 推 ．． 

欽 の ~fr, 信 紘 衛 信 郎 !l(; イ秀:！銘~ fci 林 信 想と‘守護主信 三 11~ 信 泉王 信 i 八星野 定I 常
・： 長 のの ・なら r~ の 胚 <l) の； " ,r, 正のを-,さの 村 二羽生 の 守 郡 の 政 さ 八

も C ' 原 • : 照 表船 家村 0藤本の §名 ・れ作
男牙g粒行 仙各 ，祐it的.L1 → 裕1 。名。 現子梵鈴七和--:~ 原川銘 。 が八 て と

29 



/ f,J和
、ぷ
ふ~l-s--

I I? 
か

冠太 飯八 阿桶 飯八 月ム~~ ;{、木元

伊靡
冠太 龍片 本三秩 諏江

稲田 縄王 弥川 縄王 野谷 稲田 愴品 ・峯父 訪南

喜粛 権子 陀・ 権子 神市 荷市 院村 拝神・ 神 村 寺

現・ 堂泉 現・ 社・ 神・ 須・ 殿 社 社・ 社

社 羹夏 福 本高 社 弥 名

寺 殿尾 壇
山 山

二文 二文 ニ天 ＾安 ＾安 ＾安 二明 ,,,-.... ． ,.i-. 玉 ＾寛~,....._宝 二延

八 化 八化― 七明．
一、 一、 一、

七和 七暦 八． 政． 七暦． 七号＝ ． 七氷 七氷 ｀ 七氷 年

o- 八四 八 九 七七 七七 -四 -1- 0- ー上 四一 代
五年 四年 0年 八年 八年 ノ‘年 '公＝ ノヽ— ＋年

邑承 七 己単 o-
こ年 ノ‘

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ -、年 ヽ

刻--,父本 て藤---, 欄 け金息 古 金原前棟 胴 名古 前野関大 次訪に妻

を琴子作 ・ い次拝 間 る蔵・ 記 蔵半原札 羽 前記 原政ロェ 郎神‘沼
残棋拝 る郎殿 に ゜が前 録も＋東に 目 録゚ 藤 八文棟 と社師聖

すo書画藤。殿が i゚.,.. 彫ノ 月ヽrIJ 幣原 に 参郎冶岩 の に 次‘治 共造•天
-刻 原 ・丘/' 前 力！・郎瀬 墨 藤 郎小梁 に営石宮

一次藤 • よ裏 倉郎
，ヽ 郎次 り面 東 拝蔵 原 兵直求

亭
次

• i:: コ ヽは 名r原‘土芦

次 ゜ 同弥並
~.... 垣 備

ごは郎 大墨 殿と 朕,,き ャ威匹只馬 郎 即参：吟産

郎 の ヽ 腐I 松, 跨正
丘八林 ヵミ多 7 呂 考

賢小半． 改書
． ュ、木 残>加八工

J 、^居十 修ド 眉 修弟 丘 威大源丘
の I ： 嶋弟 膝" 

,,,.、 ら ,,,, る し郎事

-弥郎 が- 銘
理子 蔵 が琶次庫 。‘との

の八＾ イ／丁一よ をの
名 l -子原 父 ~.:l:t 中

゜ 前文 冶 参沃 郎 正 月ljノ‘

嵌 ら威丘......... ノ‘ わる 手松 子 原に断
゜ 蔵の匹 加月は肩彫と、..__,, れと、 が嶋 ．→月IJ貝" の 藤諏中

前
原
藤
次
郎
の
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小林源八・源太郎（熊谷源太郎）の足跡
I' I ¥ 

久中 生高 榛高 秋長 天南 西魚 諏中 翡篇 悶喜
冗ー月、，1J 妙高 稲太 都長 渋 吾中 早渋 箭東 闘昌魚 原崎 名崎 葉岡 昌魚 福沼 闘 総橋 見崎 荷田 野岡 JI[ 妻之 尾川 弓松

寺沼 北 市 神市 神市 寺沼 寺市 胃t;石西I社・ 社・ 神市 神市 市 神条 神市 稲山 〗・ i 郡 野・ 社・ 社・ 郡 鐘． 社郡 部 ＇ 神 本 社阿 社・ 社町 社・

! ． 神 双 楼 本・ 神町 社 殿 久 拝 空＜ 本 ・ 本 本
社 龍 殿 社・ 拝 津 殿 声、C tヽえヽ 殿 殿 殿

門 殿 町
寺じ i . 

：：：文 ,......._ ,..._ 女
安 ＾嘉 ＾嘉 ヽ 茄....... ＾弘 ＾弘 ＾天 ＾天 ＾天 ＾天

二八保＋天lI 八二-文政 ：：： 文化 二寛
八 冬 J¥． 政- 政 八ー 7]< 、 ーA-7]< 、 八一氷、． 八 化 八化― 八 保 }ー¥.保 入保 J-I... 保 七政 年年 八＿ ： 
4 プE 五一 五 七 五 二 四冗 四四 四一 —四 四 四— 四 四＝ 四二

ーハ ＿四

七 四
九九 代/¥年

五年 間 四年 0年 八 年 七年 五年 9年
二年一年 七年

-年 己年 こ年 五一 ..._,,年ヽ~ ヽ 、-
, __ 

、- ヽ ヽ 、、 .__, 

育と 小 育旨 ム月とR ょ,.l'l、ヒt:... ~ ム1-lt<.I<. ^~ 小 熊 小 長 長 武 小 小 小 小 省 小合.，， .. 、、
林

ノヽ、ロヘ.. ヽヽ
谷 谷

.クロ..、 棟
谷 林谷 谷 州 林: 林 林 林 • 林札林

源 源 源 源 源 源 及源
, 源... 源 川 J 11 玉

斉
源 源 源 源 正

太 太 太 太 太 太 太 太太 源 源 井 八 八~ 八 八 信
郎 郎 郎 郎 郎 郎 び 郎 太 村 慶 ． ． 正 2 正

＾ 
彫

塁 II 郎
郎 小

郎
他 源 信 信 源 工

ヽ 序又
林

の 門 太 作 八 名

．取 I I 丑
欄

人 郎 と 正
＾ 五 伝 信 銘証 間

郎 名 わ
...__,,. ..._.. 

文 龍
ヽ る の

銘
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笠秩 宝長 氷川 本花 八東 笠秩 正深 息埼 ！胃1喜
冠太

鉾父 登瀞 儡靡
町園 雲松 鉾父 福谷 障玉 稲田

下 山・ • 町 神山 下 寺市 院吉 稲山 荷市 寺

郷 神 社・ 屋小 社市 郷 ． 見 神・ 社
． 社 ム口 → 則 ． ． ． 社 名

田

＾明 ＾明 ＾明 ＾明 ＾安 二安 ＾安 ＾天 ＾天 二文
八一治、 八一治、 J一¥ヽ冶、- 一八酋、 八^ 政＋ 八 政一 囚認 八一 保一 囚堡 八化一 年
七 ~ 七七 七 ; ....1-冗 五ハ 五一 五一 四一

ーノ‘ ． 
代

四年 0年 ノ‘年 九年 五年 五年
二年

． 

-八年
八 9年 五 五一

'-―/ ヽ ヽ ヽ ヽ .....__,, ヽ '-,/年

石山 彫 中島棟 飯 息本 岩 の飯 に飯 信年に拝 軌大渓奥

＝ 工 か村梁 田 ．・殿次共田 山田 が＾飯殿 ＾工三殿ロ

＾ 
． ら俊・ 岩 岩彫，I郎 1作岩 門岩 手一田は 仙棟笑側

源 右1-1..J 参表印 次 次ェが ° 次 を次 が七仙‘ 之梁一面
太 次 加で藤 郎 郎ヵ5 腰 1 郎 手ヵ郎け九之天 助はのに
郎 郎 〇、捨 作 作仙 支 ヽ ミが て七助保 の、嵌仙ヽ

0 I ャ志.?,:、n I 
飯五郎 ゜ 備

が
＾ 之 を ＇ 息 け和 い...__,,, " ....1..-ノ‘ 呂飯込之

腰 社 助 ・ て¥; ~ 泉 合に本年
考

田由 ° 田彫助
支 伝

岩道、
、 修 源 る r'---寸 小殿＾ 和刻に

輪 ｀ 向 理。 太゜ 次 。 o安 林は― 泉がよ
を

郎彫 拝 郎 軌 源寛人 藤残る
修

は師 ユ弔 • ノx..‘ と 八政二
理

原る----,
途． は子 北ノ‘ 正九邑
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聖天堂と同時期に建立

された建造物①

県指定文化財

「諏訪神社本殿」
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聖天堂と同峙湖に建立
された建造物②
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熊谷市指定文化財

「冑山神社本殿」
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ーゴー 技術や技能の保護・伝承

文化庁では、文化財の保存に欠くことができない伝統的
な技術や技能で、保存すべきものを選定し、その保持者
や保存団体を認定する選定保存技術制度を設けている。
建造物修理・屋根瓦製作鬼師・建造物木エ・檜皮採取・

建造物装飾・建造物彩色・銹金具製作・鋳物製作・左官
（漆喰塗）・檜皮葺・柿左官（古式京壁）・茅葺左（日本壁）
等が挙げられる。

大羽目彫刻の修理・彩色塗り直し・紐戸戸芦の課題 ~ 39 
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「国宝』刃餌彩色．、
乙乾燥劣化進むJ.-,）

東京新聞

2017年12月15日
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妻沼聖天山・国登録有形文化財
建造物の概要

「歓喜院籠堂、鐘楼（しょうろう）、関

伽井堂（あかいどう）~宝荒神社、
五社大明神、天満社、仁王門,_]Js_

屋：平和の塔」9什力項彗要有彪茎進；
財（建造物）に登録された。乎成29 ~

年5月廷土宜報告示され正式送定。

転~~ 直wr.&.- - - . . .L――』

平和の塔

~~-ゃ

.::.--~』----~-- ,. -・.-----・ .-、... ·.·• i • '""7ーし~ -
'・≪・.,  

・・・・・ ・ •
、J夕,.. ,/. 山．ぷ~;

・< . ふt.
1勺゚ ｝`ー.:_,

a~~.:::_\;~ 

d
_
1
 

レ
i
'

名
日

/
J
、

ィ

ャ

仁王門

38 “ 



『

,0.

【研究】：奥殿彫刻の下絵に関する検討ついて

一

臭殿大羽目彫割酉劃中央

「布望・重比賽・碁打ち大●J「Ill碁遭びJ

互砂
: 
I ..-、.
'( 

ヽ -~~ 恩
i翠苓;,辛・苔
応ご ＜迄硲ミ璽

虞叡trl
足デー冨知
慶於ミ翠§奇璽
髯~乏を言
蕊 ふ4

奥殿大羽目彫刻北面夏

「吉祥天・毘沙門・弁天双六Jf双六遊びJ

橘守国『絵本故事談』との関連
亡..~--疇··:·- ー・女.,月ヽ .~ • · r< o • ., ヽ ・ -c,~

一尺 {

J]: 

41 

II~ ••• 事-·~-ば}

聖天山歓喜院 ． ． 

闘1111!
咄 貫 iU碁

こ亭 di庸Ur;誓
， !rPO如•• 橘守國の挿絵に類似

'-

の
叩冨■i~!i国暉 お
ill~ 訂,:imthii戸
怜翌1m1iり罪 ヵヽ

本

~J'..__ ~,~i百 HI !I -
叩 開購げ酎吋
i謬暉ii船りII!!

X
鼻

g
-.. 

t
』

．
 

本殿「囲碁彫刻」の
お手本か」
毎日新聞
2017年6月8日

（妻沼聖天山での「本因坊」
戦開催当日）

3ヽ

国宝「歓喜院聖天堂」
を拠点とした彫刻師の系譜から
地域の信仰の歴史を知る。

橘守匡l『絵本故事談』第二巻

「七福神」の項目の挿絵-Iク世合t?-り 'J
● - - - -- - - - - .. 

左側が、「布袋・恵比寿・寿
老人・大黒」（左から） / 

" ~ 不
孔 ．

悶羹j[昇召・毘沙門・ (;,;>
こrr tい して

42 
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「歓喜院聖天堂」奥殿彫刻「小間取り遊び」
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